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鍋島緞通の歴史と形状・色彩の分析
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1.　はじめに
　緞通は、いつごろからできたかは明らかではない
が、現存する最も古いものは紀元前 500年頃のもの
とされている。これは 1949年にソ連の考古学者が
ゴルネー・アルタイ山のパジリック渓谷で、スキタ
イ王族の墓を発掘した時に発見されたものである1）。
中央アジアで発達した緞通は、インド、中国を経由
して日本に入ってきている。最初は倭寇によってペ
ルシャ緞通が渡来し、その後南蛮人によってトルコ
緞通が渡来してきている。日本で最初に緞通が作ら
れたのは、元禄年間で現在の佐賀市扇町で作られた
鍋島緞通である。2006年 4月緞通製造に携わって
いた子孫が、緞通ミュージアムと工房を建て、昔な
がらの手織りとハンドタフィングによる新しい鍋島
緞通を甦らせたこともあり、鍋島緞通の素朴さや、
肌触り、柄の面白さなどが見直されている。
　本研究では、日本で最初に作られ、鍋島藩の貢物
として用いられ、その後製造されなくなった鍋島緞
通の歴史と、佐賀県立博物館・美術館に所蔵されて
いるいくつかの緞通の形状や色彩を取り上げ調査し
たので、その特徴について検討することを目的とす
る。　
　
2.　調査方法
（1）　鍋島緞通の歴史
　1）　起源について
　文献による調査をした。
　2）　素材について
　文献による調査をした。
（2）　佐賀県立博物館・佐賀県立美術館に所蔵され
ている鍋島緞通の調査
　1）　江戸時代末期から大正時代の主な緞通の柄の
特徴
　文献と博物館・美術館所蔵物による調査をした。
　2）　外観の測定
　博物館・美術館所蔵物の繊維の観察、緞通の大き
さ、厚さ、織りゲージ、パイルの形状、パイル長さ
の測定を行った。
　3）　緞通の測色
　コニカミノルタセンシング（株）製、色彩色差計
CR-400を使用して以下の条件で測色を行った。
 ・観察光源 : C光源
 ・観察条件 : 2°視野
 ・測 定 径 : 11 mm
 ・測定項目 : XYZ、Yxy、HV/C、L*a*b*
3.　調査結果および考察
（1）鍋島緞通の歴史
　1）　起源
　緞通2）3）とは、下布の経糸にパイル糸を構成する
糸を、手で結び付けながら、毛房を作って織ってい
くパイルカーペットをいう。緞通の呼称は中国語の
Tan-Tue（毯子）から来たといわれていることや、
鍋島緞通のパイルの結び方が中国緞通の結び方と同
じであるペルシャ結びであることなどから、中国緞
通から影響を受けていると考えられている。その
後、鍋島から赤穂、堺へと緞通が伝わって行った。
　鍋島緞通の起源説4）～8）で、一番有力なものは、元
禄時代（1688～1703）肥前国佐賀郡扇町の古賀清
右衛門が中国人により、その技術を習得し、『扇
おおぎ
町
まち
紋
もん
氈
せん
』と名付け、織り方を伝授したことに始まった
とされている。その後、佐賀藩主鍋島綱茂公が、清
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衛門に扶
ふ
持
ち
米
まい
を与えて奨励し、幕府や親藩への貢物
とした。そのため民間への売買が禁じられ、明治に
入り禁制が解かれるまで、藩指定の製品として安定
生産が続けられていた。明治の初めには、需要が激
増したが、近代紡績機の導入や価格の面で社会状勢
に合わず、明治の末期から大正にかけて、衰退して
いった。明治 17年（1884年）に佐賀市嘉瀬町の苗
みょう
運
うん
寺
じ
の山門脇に「緞通碑」の碑文には、これらの緞
通の由来と伝承が書かれている。写真 1に「緞通
碑」を示す。
　2）　素材
　鍋島緞通の素材は経糸、パイル糸ともに綿が使用
されている。緞通といえば毛、絹などが一般的であ
るが、鍋島緞通は綿である。羊毛、獣毛ともに多量
に緞通を生産できるほどの飼育量がなかったためと
考えられるが、綿の生産地も近くにないと考えられ
る。現在、綿繊維は、ほとんど輸入されている。世
界の主な国の生産量9）を表 1に示す。綿が日本に入
り、移植、栽培されるようになったのは 15世紀末10）
の戦国時代といわれ、庶民の間に一般化していくま
で、しばらく時間がかかり、17世紀半ばとされて
いる。鍋島緞通が古賀清衛門の手で織り始められた
のは、17世紀後半の 1688年とされている。この時
代に佐賀藩では有明海の干拓事業を行い、そこに塩
分中和剤として綿の栽培が行われ、『肥前の長崎木
綿』と呼ばれていた。このように塩分の中和剤とし
て綿花栽培をすることにより、土地の塩分濃度を下
げ、稲作に適した土壌を作っていた。この綿花を利
用したのである。
　綿の特徴といえば、肌触りの良さ、吸湿性、保温
性、発色性の良さや、丈夫さ、そしてカーペットの
天敵とされているダニに対する抵抗性などがあげら
れる。更に綿素材は、夏の高温多湿の日本の気候に
適していたことや、祭事にも都合が良かったと考え
られる。それは、日本ではセレモニーに動物を用い
ることを不浄とする慣わしがある。これは、東大寺
のお水取りに用いられている紙衣11）12）や法衣の研
究をしたときに経験していることである。
（2）　佐賀県立博物館・佐賀県立美術館所蔵鍋島緞
通の調査
　1）　柄の特徴
　佐賀県立博物館・佐賀県立美術館に所蔵されてい
る江戸時代後期から大正時代までに作成された鍋島
緞通の代表的な柄の 12種類を選び、その柄につい
て紹介する。
　12枚の鍋島緞通は図録「佐賀の染色8）」、「もめん
の華」を基に選定した。12種類の鍋島緞通を表 2
に示す。写真 2に表 2の緞通のうち制作推定時代が
江戸～明冶前期の No. 1 ｢蟹牡丹文｣ と大正時代の
No. 12 ｢蟹牡丹唐草文｣ の外観写真を示す。
　文様としては『蟹牡丹』という文様が最も多く、
牡丹の花のように見える蟹が両方の鋏を振り上げて
いるものである。その他、『牡丹』、『唐草文』も多
く見られる。文様はシンメトリーであり、周囲を
『雷門』で囲い、全体を引き締めている。色彩は、
写真 1.　緞通碑　佐賀市嘉瀬町　苗運寺
　　　　（2007.8 撮影）
表 1.　2007 年　主要国の綿花生産量
（1,000トン）
中国 インド アメリカ パキスタン ブラジル ウズベキスタン 世界計
生産量 8,071 5,355 4,182 1,894 1,603 1,206 26,213
　　日本化学繊維協会編、2010年繊維ハンドブックより
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藍の濃淡に茶、緑の濃淡、原色に近い黄や赤もあ
る。植物染料からくる温かみと大胆な構図から来る
素朴さを感じる。
　今回選定した 12種類の緞通の中で、No. 1～8番
までの制作推定時代が、江戸時代から明冶時代まで
のものである。写真 2の No. 1から分かるように、
明治時代以前のものは、大胆な構図で、いわゆる
「蟹牡丹文」柄がほとんどであるが、No. 12のよう
に同じ ｢蟹牡丹文｣ でも、大正時代に作製されたと
いわれるものは、デザイン化され、幾何学的なもの
が多い。
　2）　外観測定
　鍋島緞通の大きさは、畳一帖（191.0×95.0 cm）
である。慶応 4年（1868年）の ｢鍋島直大公と佐
野源一郎｣ の写真や、嘉永 2年（1847年）｢種痘の
図｣ などに描かれている様子6）から部分敷きのラ
グカーペットとして用いられていたようである。鍋
島緞通は見るからに織り方は、ザックリと織り上げ
てあり、カットパイル糸が割合長いことから、柔ら
かで厚手である。パイルの長さ（5～40 mm）には
幅があり、シャギーカーペットに近いものまであ
る。また、片側だけ経糸を房（5～15 cm）として垂
らすのも鍋島緞通に見られる特徴である。
　表 2に 12種類の大きさ〔たて ×よこ（cm）〕、
厚さ（cm）、織密度〔たて ×よこ（本 /10cm）〕、パ
イル長さ（cm）、房の長さ（cm）の測定結果を示
す。この結果から、江戸～明冶時代の緞通と異な
り、大正時代の緞通は、パイル長が短く、厚さが薄
く、織密度も大きい、そのため柄も緻密なものに
写真 2.　佐賀県立博物館・美術館所蔵鍋島緞通
表 2.　12 種類の鍋島緞通の種類と外観測定値
No 緞通の柄 制作時代（推定）
大きさ
たて ×よこ
（cm）
厚さ
（cm）
織密度
たて ×よこ
（本 /10 cm）
パイル長
（cm）
房長
（cm）
1 蟹牡丹文　 江戸～明治 127.0×89.5 3.58 40×42 1.9 6.2
2 蟹牡丹唐草文 江戸～明治 190.0×97.0 4.31 40×34 1.8 7.5
3 蟹牡丹文 明治前期～中期 186.5×91.0 5.13 42×42 2.2 8.0
4 蟹牡丹文 明治中期～後期 186.9×90.5 4.40 42×36 3.1 14.5
5 花杏葉文 明治中期～後期 191.5×92.0 4.17 44×40 2.1. 15.0
6 蟹牡丹文 明治中期～後期 190.0×92.0 4.55 38×40 2.8 10.0
7 芍薬に唐草文 明治 190.5×94.0 4.78 22×38 2.9 8.5
8 蟹牡丹文 明治後期～大正 187.5×91.5 4.19 42×40 3.1 11.5
9 亀甲に蝶花文 大正 179.5×93.0 3.50 69×50 1.1 7.5
10 蔓牡丹唐草文 大正 184.0×94.5 4.25 72×50 1.3 切断
11 蝶に七宝樹文 大正 183.5×95.0 3.64 70×54 1.1 7.5
12 蟹牡丹唐草文 大正 179.0×96.0 3.61 34×36 1.2 14.5
　　（佐賀県立博物館・美術館所蔵鍋島緞通）
No. 1.
江戸─明治時代制作
No. 12.
大正時代制作
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なっていると考えられる。
　3）　色の特徴
　12種類の緞通の測色を行った。1枚の緞通に用い
られている色、それぞれについて測色を行った。表
3に 12種類の各緞通の測色値（マンセル値）から
色数と R～RPの色の使用頻度を示す。表 3から鍋
島緞通は 1枚の緞通の使用色数は 5色から 8色と他
の緞通より色数が少ないことが分かる。このことか
ら、鍋島緞通の柄は複雑な柄というより、大胆な構
図の柄が多いことが分かる。また、YR、Y、GYの
図 1.　鍋島緞通の測色値（L*a*b*）（佐賀博物館・美術館所蔵鍋島緞通 12 種類）
表 3.　鍋島緞通の使用色数と各色の使用頻度
No R YR Y GY G BG B PB P RP 色数
1 ― ○○ ○ ― ― ○ ― ○○ ― ― 7
2 ― ○○○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ― 8
3 ― ○○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ― 5
4 ― ○ ○ ― ○ ― ― ○○ ― ― 5
5 ○ ○○ ○ ○ ― ― ― ○○ ― ― 7
6 ― ○ ○○○ ○ ○ ― ― ○○ ― ― 8
7 ○ ○ ○○○ ― ― ― ― ○○ ― ― 7
8 ― ― ○○ ○○ ― ○ ― ○○ ― ― 7
9 ― ○○○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― 5
10 ― ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― 4
11 ― ○○ ○○○○ ― ― ― ○ ○ ― ― 8
12 ― ○ ○ ○○ ― ― ○ ○○ ― ― 7
頻度 2 19 19 8 2 3 6 18 0 0
　　（佐賀県立博物館・美術館所蔵鍋島緞通 12種類）
○は 1種類の色を表す。
例えば、YRの○○は、2種類の YRの色が使用されていることを表している。
大妻女子大学家政系研究紀要 ― 第 48 号（2012.3）
113・
黄色系と PB、Bの青系の頻度が多く用いられてい
ることが分かる。ペルシャ緞通、中国緞通など R
系が多いように感じるが、鍋島緞通は綿素材で植物
染料から始まっているため、黄色系と青系が多いと
考えられる。
　化学染料が日本に入ってきて、一般に使用され始
めたのは大正時代に入ってからである。そのため、
江戸～明冶時代に作製したとされているものは、天
然染料を使用していると考えられる。一方、大正時
代に制作されたとされているものは、化学染料を使
用していると考えられる。図 1に 12種類の緞通の
測色値（L*, a*, b*）を示す。図 1から制作年代が
大正より江戸～明冶のほうが同じ黄色系、青系でも
色のばらつきが大きく、色目がはっきりしたあざや
かな色であることが分かる。更に、L*から制作年
代が大正より江戸～明冶のほうが値が大きく、明る
い色を示しているこのが分かる。
4.　まとめ
　日本で最初に作られ、その後製造されなくなって
いった鍋島緞通の歴史と、佐賀県立博物館・美術館
に所蔵されているいくつかの鍋島緞通の形状や色彩
を取り上げ調査をした。その結果次のようなことが
分かった。
　1）　鍋島緞通は、元禄時代に日本で最初に作られ
た緞通である。緞通は藩の貢物として製造は秘密と
された。
　2）　素材は塩分中和剤として栽培された、有明海
の干拓綿を使用して作られた。綿素材で作られた緞
通は、肌触りのよさと、夏の高温多湿の日本の気候
に適していた。
　3）　文様としては『蟹牡丹』が最も多く、牡丹の
花のように見える蟹が両方の鋏を振り上げているも
のである。文様はシンメトリーであり、周囲を『雷
門』で囲い、全体を引き締めている。
　4）　鍋島緞通の大きさは、畳一帖（191.0×95.0 
cm）である。片側だけ経糸を房（5 cm～15 cm）と
して垂らすのも鍋島緞通に見られる特徴である。
　5）　鍋島緞通の色は、YR、Y、GYの黄色系と
PB、Bの青系の使用頻度が多い。
5.　おわりに
　現在作製されている鍋島緞通は、高級品であり、
お茶会席で用いたり、一部の愛好家により使用され
ている。日本生まれの貴重な鍋島緞通ではあるが、
緞通愛好家だけに留まらず、ぜひ我々庶民の身近に
感じられるインテリア繊維製品となることを願うも
のである。
　今回、鍋島緞通を訪ねるに当たり、大変お世話に
なった佐賀県立博物館吉永陽三学芸員、宮原香苗学
芸員、緞通ミュージアム会長の吉島伸一氏に、この
場をお借りして感謝申し上げる
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Summary
　The history of NABESHIMA-DANTSU which was made first in Japan and was not made afterwards and the shape and the 
color of NABESHIMA-DANTSU, which is stored in the Saga Museum, is investigated.
　The results are the following.
　1） 　NABESHIMA-DANTSU is first DANTSU whichi was made in Japan at Genroku period.　DANTSU was produced as a 
tribute and its producing method was secret.
　2） 　The material was grown as a neutralizing agent for salt, and made using reclamed cotton in the Ariake Sea.　DANTSU 
made  of cotton material was good in it’s touch and suitable for hot and humid summer climate in Japan.
　3） 　Most of pattern is “Peony crab”, which the crab looks like a peony lift s its both scissors.　Pattern is symmetrical, and 
“Kaminarimonm” around pattern is firmed all over.
　4） 　The size of NABESHIMA-DANTSU is a tatami mat （191.0×95.0 cm）.　Only one side of the warp bunches （5～
15 cm） is the characteristic of NABESHIMA-DANTSU.
　5）　NABESHIMA-DANTSU is more used yellow system, Y, GY and blue system of PB, B.
